
【総括表】

１　対象施設

本個別施設計画での対象施設は、次に示す施設とする。

（対象施設）

２　施設管理に関する優先順位の方針

部局(庁)名 出納局

あ き た 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 に 基 づ く
「 個 別 施 設 計 画 」（職員公舎）    

№ 施設名 所在地 基本的な方針 摘要

1 職員公舎（東京・千早） 東京都 存続 機能維持のための修繕を実施

2 職員公舎（鹿角・合ノ野１・２号棟） 鹿角市 存続 機能維持のための修繕を実施

3 職員公舎（鹿角・花輪） 鹿角市 存続 機能維持のための修繕を実施

4 職員公舎（北秋田・掛泥） 北秋田市 存続 機能維持のための修繕を実施

5 職員公舎（北秋田・脇神） 北秋田市 存続 機能維持のための修繕を実施

6 職員公舎（大館・清水） 大館市 存続 機能維持のための修繕を実施

7 職員公舎（山本・風の松原） 能代市 存続 機能維持のための修繕を実施

8 職員公舎（高陽青柳町） 秋田市 存続 機能維持のための修繕を実施

9 職員公舎（仁井田） 秋田市 廃止 民間等への譲渡を実施

10 職員公舎（八橋） 秋田市 廃止 民間等への譲渡を実施

11 職員公舎（由利・石脇） 由利本荘市 存続 機能維持のための修繕を実施

12 職員公舎（仙北・飯田） 大仙市 存続 機能維持のための修繕を実施

13 職員公舎（仙北・あけぼの） 大仙市 存続 機能維持のための修繕を実施

14 職員公舎（平鹿・上松原） 横手市 存続 機能維持のための修繕を実施

15 職員公舎（平鹿・城南） 横手市 存続 機能維持のための修繕を実施

16 職員公舎（雄勝・愛宕世帯） 湯沢市 存続 機能維持のための修繕を実施

17 職員公舎（雄勝・愛宕単身） 湯沢市 存続 機能維持のための修繕を実施

〈存続〉
○点検・診断により、劣化、損傷等が認められるなど（見込みを含む）緊急性の高い施設
○利用需要の継続した実績及び今後の見込みがあり、必需性の高い施設
○選択と集中による修繕等を実施する観点から、戸数など一定の規模をもつ施設
などは優先して修繕等を実施

〈廃止〉
○老朽化が著しく、事故防止の観点から安全確保に支障がある施設
○入居者が少なく、今後入居も見込めない施設
などは優先して除却処分等を実施
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

1 施設名 職員公舎（東京・千早）

施設名称 職員公舎（東京・千早） 所在地 東京都豊島区千早一丁目１２－２

施設面積 1,707.24 ㎡ 建設年 H7

構造･階数 ＲＣ造・５階 台帳価格 268,433,000 円

自己点検･評価の結果 Ⅱ型 ハード面の評価が平均を下回り、ソフト面の評価が平均を上回る施設

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

・首都圏唯一の世帯用及び単身用職員公舎であり、民間賃貸住宅によるサービスの代替性はある
が、県外への人事異動に伴う職員の負担軽減を図るために継続使用する。

 【目標使用年数６０年】

・目標使用年数６０年まで継続使用する。

・屋根防水の耐用年数が経過。

・機能維持のための修繕を実施。
・直近に屋根防水全面改修及び外壁の全面点検を実施。
・躯体保護のための屋根防水の改修周期は２０年を目標とする。
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６　管理に関する実施計画

職員公舎（東京・千早）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

H28 屋根防水改修 6,672 

H30 給水設備改修 4,968 

R1 外壁全面点検 1,491 

R1 インターホン更新修繕 864 

R2 エレベーター修繕 1,787 

R3 南棟西側外壁修繕など小破修繕 3,832 

R4 南棟東側外壁修繕 1,985 

R5 北棟出窓外壁修繕など小破修繕 1,983 

R6 ユニットバス浴槽修繕など小破修繕 713 

R7 屋根防水トップコート補修など小破修繕 3,824 

（　合　計　） 28,119 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 1,274 1,274 1,080 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 4,579 1,573 3,739 

その他 0 0 0 

（合計） 5,853 2,847 4,819 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 20 21 21 全21戸中
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

2 施設名 職員公舎（鹿角・合ノ野１・２号棟）

施設名称 職員公舎（鹿角・合ノ野１・２号棟） 所在地 鹿角市花輪字合ノ野１２２

施設面積 1,437.64 ㎡ 建設年 H6

構造･階数 ＲＣ造・３階 台帳価格 214,418,000 円

自己点検･評価の結果 Ⅳ型 ハード・ソフト両面の評価が平均を下回る施設

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

・地方都市にある単身用職員公舎であり、民間賃貸住宅によるサービスの代替性は低く、目標使
用年数までは継続使用する。

 【目標使用年数６０年】

・目標使用年数６０年まで継続使用する。

・建物の老朽化が進行。
・直近に屋根防水の耐用年数を迎える。

・機能維持のための修繕を実施。
・直近に屋根防水全面改修を実施。
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。
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６　管理に関する実施計画

職員公舎（鹿角・合ノ野１・２号棟）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

H28 給排水設備改修 3,000 

R3 非常階段照明修繕 759 

R4 屋根防水設計 678 

R5 屋根防水改修 17,193 

R6 非常照明器具交換など小破修繕 1,296 

（　合　計　） 22,926 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 99 102 102 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 1,570 2,794 21 

その他 0 0 0 

（合計） 1,669 2,896 123 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 36 35 36 全36戸中
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

3 施設名 職員公舎（鹿角・花輪）

施設名称 職員公舎（鹿角・花輪） 所在地 鹿角市花輪字合ノ野１５７

施設面積 1,845.71 ㎡ 建設年 H9

構造･階数 ＲＣ造・３階 台帳価格 115,179,004 円

自己点検･評価の結果 Ⅳ型 ハード・ソフト両面の評価が平均を下回る施設

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

・地方都市にある世帯用職員公舎であり、民間賃貸住宅によるサービスの代替性は低く、目標使
用年数までは継続使用する。

 【目標使用年数６０年】

・目標使用年数６０年まで継続使用する。

・建物の老朽化が進行。
・直近に屋根防水及び外壁の耐用年数を迎える。

・機能維持のための修繕を実施。
・直近に屋根防水全面改修及び外壁改修を実施。
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。
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６　管理に関する実施計画

職員公舎（鹿角・花輪）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

H30 給水ポンプ更新修繕 1,080 

R2 浄化槽ポンプ修理 597 

R6 屋根防水改修実施設計 771 

R7 屋根防水改修 13,950 

R7 給湯器交換など小破修繕 886 

（　合　計　） 17,284 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 99 102 102 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 632 191 0 

その他 0 0 0 

（合計） 731 293 102 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 14 17 17 全21戸中
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

4 施設名 職員公舎（北秋田・掛泥）

施設名称 職員公舎（北秋田・掛泥） 所在地 北秋田市綴子字掛泥４

施設面積 1,602.65 ㎡ 建設年 H7

構造･階数 ＲＣ造・４階 台帳価格 145,100,000 円

自己点検･評価の結果 Ⅳ型 ハード・ソフト両面の評価が平均を下回る施設

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

・地方都市にある単身用職員公舎であり、民間賃貸住宅によるサービスの代替性は低く、目標使
用年数までは継続使用する。

 【目標使用年数６０年】

・目標使用年数６０年まで継続使用する。

・建物の老朽化が進行。
・直近に外壁の耐用年数を迎える。

・機能維持のための修繕を実施。
・直近に屋根防水全面改修及び外壁改修を実施。
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。
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６　管理に関する実施計画

職員公舎（北秋田・掛泥）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

H28 電気温水器更新 11,675 

H29 電気温水器更新 5,400 

H30 電気温水器更新 4,266 

R2 屋根防水改修実施設計 763 

R3 水道メーター交換 1,168 

R5 ＩＨクッキングヒーター取替 666 

R6 屋根防水改修 13,950 

R7 電気温水器更新 1,300 

（　合　計　） 39,188 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 99 102 102 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 1,346 1,717 9,938 

その他 0 0 0 

（合計） 1,445 1,819 10,040 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 43 41 41 全43戸中
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

5 施設名 職員公舎（北秋田・脇神）

施設名称 職員公舎（北秋田・脇神） 所在地 北秋田市脇神字高村岱９４－４

施設面積 1,562.51 ㎡ 建設年 H18

構造･階数 Ｗ造・２階 台帳価格 49,316,000 円

自己点検･評価の結果 未実施

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

・地方都市にある世帯用職員公舎であり、民間賃貸住宅によるサービスの代替性は低く、目標使
用年数までは継続使用する。

 【目標使用年数４０年】

・目標使用年数４０年まで継続使用する。

・建物の劣化は進行しているが、現時点で大規模な修繕を要する不具合は認められない。

・躯体保護及び機能維持のための修繕を実施。
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６　管理に関する実施計画

職員公舎（北秋田・脇神）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

R3 給湯器更新 853 

（　合　計　） 853 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト － － －

運用コスト － － －

修繕コスト － － －

その他 － － －

（合計） － － －

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 － － －
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

6 施設名 職員公舎（大館・清水）

施設名称 職員公舎（大館・清水） 所在地 大館市清水５－６７－４

施設面積 1,141.01 ㎡ 建設年 H4

構造･階数 ＲＣ造・５階 台帳価格 114,636,000 円

自己点検･評価の結果 Ⅳ型 ハード・ソフト両面の評価が平均を下回る施設

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

・地方都市にある単身用職員公舎であり、民間賃貸住宅によるサービスの代替性は低く、目標使
用年数までは継続使用する。

 【目標使用年数６０年】

・目標使用年数６０年まで継続使用する。

・建物の老朽化が進行。
・直近に屋根防水及び外壁の耐用年数を迎える。

・機能維持のための修繕を実施。
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。
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６　管理に関する実施計画

職員公舎（大館・清水）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

H28 給排水設備修繕、ガス給湯器修繕 4,398 

H29 ガス給湯器修繕 6,993 

R3 水道メーター交換 627 

R6 屋根防水改修実施設計 771 

R6 非常照明器具交換など小破修繕 3,555 

（　合　計　） 16,344 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 132 137 142 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 773 785 393 

その他 0 0 0 

（合計） 905 922 535 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 29 28 25 全30戸中
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

7 施設名 職員公舎（山本・風の松原）

施設名称 職員公舎（山本・風の松原） 所在地 能代市鳥小屋５９－２０

施設面積 1,898.85 ㎡ 建設年 H7

構造･階数 ＲＣ造・４階 台帳価格 119,904,003 円

自己点検･評価の結果 Ⅳ型 ハード・ソフト両面の評価が平均を下回る施設

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

・地方都市にある世帯用職員公舎であり、民間賃貸住宅によるサービスの代替性は低く、目標使
用年数までは継続使用する。

 【目標使用年数６０年】

・目標使用年数６０年まで継続使用する。

・建物の老朽化が進行。
・直近に屋根防水及び外壁の耐用年数を迎える。

・機能維持のための修繕を実施。
・直近に屋根防水全面改修及び外壁改修を実施。
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。

- 出 14 -



６　管理に関する実施計画

職員公舎（山本・風の松原）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

H30 非常階段照明交換 645 

R6 非常照明器具交換、避難設備取替など小破修繕 7,594 

R7 居室修繕 706 

（　合　計　） 8,945 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 81 99 99 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 367 167 704 

その他 0 0 0 

（合計） 448 266 803 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 24 24 22 全24戸中
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

8 施設名 職員公舎（高陽青柳町）

施設名称 職員公舎（高陽青柳町） 所在地 秋田市高陽青柳町１－４２，４３

施設面積 1,533.56 ㎡ 建設年 H5

構造･階数 ＲＣ造・３階 台帳価格 151,434,001 円

自己点検･評価の結果 Ⅳ型 ハード・ソフト両面の評価が平均を下回る施設

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

・中央地区にある世帯用及び単身用職員公舎であり、民間賃貸住宅によるサービスの代替性はあ
るが、目標使用年数までは継続使用する。

 【目標使用年数６０年】

・目標使用年数６０年まで継続使用する。

・建物の老朽化が進行。
・直近に外壁の耐用年数を迎える。

・機能維持のための修繕を実施。
・直近に屋根防水全面改修、外壁改修及び給湯設備改修を実施。
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。

- 出 16 -



６　管理に関する実施計画

職員公舎（高陽青柳町）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

H29 １号棟屋根防水改修 6,995 

H30 漏水配管修理、居室修繕 1,349 

R7 １号棟非常照明修繕 1,342 

（　合　計　） 9,686 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 1,548 1,553 1,518 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 1,218 713 1,148 

その他 0 0 0 

（合計） 2,766 2,266 2,666 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 38 38 39 全39戸中
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

9 施設名 職員公舎（仁井田）

施設名称 職員公舎（仁井田） 所在地 秋田市仁井田緑町３－１０

施設面積 985.53 ㎡ 建設年 S62

構造･階数 ＲＣ造・４階 台帳価格 71,700,003 円

自己点検･評価の結果 Ⅲ型 ハード面の評価が平均を上回り、ソフト面の評価が平均を下回る施設

基本的な方針 廃止 民間等への譲渡を実施

・中央地区にある世帯用職員公舎であるが単身利用も多く、比較的小規模な公舎である。
・施設の老朽化が著しく、財政的にも大規模改修の予算措置が難しいことから、令和８年度末を
もって廃止する。

 【令和８年度末をもって廃止】

・施設の老朽化が著しく、財政的にも大規模改修の予算措置が難しいことから、令和８年度末を
もって廃止する。

・建物の老朽化が進行。
・屋根防水の問題もなく、大規模な建築修繕は今後実施しない。
・小規模な住宅設備の修繕はあるが、共用部分の給排水等の大規模修繕は実施しない。

・建築及び共用部分の給排水等の大規模修繕は実施しない。
・施設は土地と併せ民間等へ譲渡する。

- 出 18 -



６　管理に関する実施計画

職員公舎（仁井田）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

R5 水道メーター交換 521 

（　合　計　） 521 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 646 648 634 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 365 1,694 6,852 

その他 0 0 0 

（合計） 1,011 2,342 7,486 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 11 10 8 全16戸中
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

10 施設名 職員公舎（八橋）

施設名称 職員公舎（八橋） 所在地 秋田市八橋新川向４－１５

施設面積 980.79 ㎡ 建設年 S61

構造･階数 ＲＣ造・４階 台帳価格 68,441,001 円

自己点検･評価の結果 Ⅳ型 ハード・ソフト両面の評価が平均を下回る施設

基本的な方針 廃止 民間等への譲渡を実施

・中央地区にある世帯用職員公舎であるが単身利用も多く、比較的小規模な公舎である。
・施設の老朽化が著しく、財政的にも大規模改修の予算措置が難しいことから、令和８年度末を
もって廃止する。

 【令和８年度末をもって廃止】

・施設の老朽化が著しく、財政的にも大規模改修の予算措置が難しいことから、令和８年度末を
もって廃止する。

・建物の老朽化が進行。
・屋根防水の問題もなく、大規模な建築修繕は今後実施しない。
・小規模な住宅設備の修繕はあるが、共用部分の給排水等の大規模修繕は実施しない。

・建築及び共用部分の給排水等の大規模修繕は実施しない。
・施設は土地と併せ民間等へ譲渡する。

- 出 20 -



６　管理に関する実施計画

職員公舎（八橋）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

H28 屋根防水改修 4,641 

H28 内部修繕 2,227 

（　合　計　） 6,868 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 646 648 634 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 522 1,068 1,276 

その他 0 0 0 

（合計） 1,168 1,716 1,910 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 13 14 12 全16戸中
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

11 施設名 職員公舎（由利・石脇）

施設名称 職員公舎（由利・石脇） 所在地 由利本荘市石脇字田尻野７－８７

施設面積 1,826.15 ㎡ 建設年 H9

構造･階数 ＲＣ造・３階 台帳価格 139,909,003 円

自己点検･評価の結果 Ⅳ型 ハード・ソフト両面の評価が平均を下回る施設

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

・地方都市にある世帯用職員公舎であり、民間賃貸住宅によるサービスの代替性は低く、目標使
用年数までは継続使用する。

 【目標使用年数６０年】

・目標使用年数６０年まで継続使用する。

・建物の老朽化が進行。
・直近に屋根防水及び外壁の耐用年数を迎える。

・機能維持のための修繕を実施。
・直近に屋根防水全面改修、外壁改修及び給湯設備改修を実施。
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。

- 出 22 -



６　管理に関する実施計画

職員公舎（由利・石脇）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

H29 給湯ボイラー更新 1,674 

R2 受水槽ポンプ更新など小破修繕 3,211 

R3 非常用照明交換 1,502 

R5 駐車場街路灯修繕 1,298 

R6 ガス給湯器取替など小破修繕 520 

（　合　計　） 8,205 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 163 184 184 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 415 409 1,611 

その他 0 0 0 

（合計） 578 593 1,795 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 18 18 16 全21戸中
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

12 施設名 職員公舎（仙北・飯田）

施設名称 職員公舎（仙北・飯田） 所在地 大仙市小貫高畑字曽四川３－４

施設面積 898.25 ㎡ 建設年 H10

構造･階数 ＲＣ造・３階 台帳価格 89,021,000 円

自己点検･評価の結果 Ⅳ型 ハード・ソフト両面の評価が平均を下回る施設

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

・地方都市にある単身用職員公舎であり、民間賃貸住宅によるサービスの代替性は低く、目標使
用年数までは継続使用する。

 【目標使用年数６０年】

・目標使用年数６０年まで継続使用する。

・建物の老朽化が進行。
・直近に外壁の耐用年数を迎える。

・機能維持のための修繕を実施。
・直近に屋根防水全面改修及び外壁改修を実施。
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。

- 出 24 -



６　管理に関する実施計画

職員公舎（仙北・飯田）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

H30 非常用照明交換 881 

R5 電気温水器更新 1,254 

R6 電磁調理器取替、減圧弁取替など小破修繕 1,524 

R7 電気温水器更新 1,320 

（　合　計　） 4,979 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 90 93 93 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 300 114 559 

その他 0 0 0 

（合計） 390 207 652 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 18 19 18 全21戸中
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

13 施設名 職員公舎（仙北・あけぼの）

施設名称 職員公舎（仙北・あけぼの） 所在地 大仙市大曲あけぼの町２２

施設面積 1,549.29 ㎡ 建設年 H8

構造･階数 ＲＣ造・３階 台帳価格 109,755,003 円

自己点検･評価の結果 Ⅳ型 ハード・ソフト両面の評価が平均を下回る施設

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

・地方都市にある世帯用職員公舎であり、民間賃貸住宅によるサービスの代替性は低く、目標使
用年数までは継続使用する。

 【目標使用年数６０年】

・目標使用年数６０年まで継続使用する。

・建物の老朽化が進行。
・直近に外壁の耐用年数を迎える。

・機能維持のための修繕を実施。
・直近に屋根防水全面改修及び外壁改修を実施。
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。
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６　管理に関する実施計画

職員公舎（仙北・あけぼの）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

R7 ガス給湯器更新 704 

（　合　計　） 704 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 90 93 93 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 206 135 59 

その他 0 0 0 

（合計） 296 228 152 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 16 16 16 全18戸中
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

14 施設名 職員公舎（平鹿・上松原）

施設名称 職員公舎（平鹿・上松原） 所在地 横手市松原町２－６７

施設面積 1,300.60 ㎡ 建設年 H6

構造･階数 ＲＣ造・４階 台帳価格 121,375,000 円

自己点検･評価の結果 Ⅳ型 ハード・ソフト両面の評価が平均を下回る施設

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

・地方都市にある単身用職員公舎であり、民間賃貸住宅によるサービスの代替性は低く、目標使
用年数までは継続使用する。

 【目標使用年数６０年】

・目標使用年数６０年まで継続使用する。

・建物の老朽化が進行。
・直近に外壁の耐用年数を迎える。

・機能維持のための修繕を実施。
・直近に屋根防水全面改修、外壁改修及び給湯設備改修を実施。
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。
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６　管理に関する実施計画

職員公舎（平鹿・上松原）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

R1 自転車置場修繕 616 

R2 下水道切替工事 4,950 

R2 非常用照明交換 748 

R4 非常用照明交換 734 

（　合　計　） 7,048 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 103 91 91 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 2,226 2,294 250 

その他 0 0 0 

（合計） 2,329 2,385 341 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 23 30 32 全36戸中
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

15 施設名 職員公舎（平鹿・城南）

施設名称 職員公舎（平鹿・城南） 所在地 横手市城南町６－２８

施設面積 1,026.96 ㎡ 建設年 H11

構造･階数 ＲＣ造・２階 台帳価格 156,447,000 円

自己点検･評価の結果 未実施

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

・地方都市にある世帯用職員公舎であり、民間賃貸住宅によるサービスの代替性は低く、目標使
用年数までは継続使用する。

 【目標使用年数６０年】

・目標使用年数６０年まで継続使用する。

・直近に外壁の耐用年数を迎える。

・機能維持のための修繕を実施。
・直近に屋根防水全面改修、外壁改修及び給湯設備改修を実施。
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。

- 出 30 -



６　管理に関する実施計画

職員公舎（平鹿・城南）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

R3 給湯器交換 616 

（　合　計　） 616 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 103 91 91 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 200 9 191 

その他 0 0 0 

（合計） 303 100 282 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 9 10 10 全12戸中
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

16 施設名 職員公舎（雄勝・愛宕世帯）

施設名称 職員公舎（雄勝・愛宕世帯） 所在地 湯沢市愛宕町１－７５－４

施設面積 2,064.42 ㎡ 建設年 H10

構造･階数 ＲＣ造・３階 台帳価格 169,477,000 円

自己点検･評価の結果 Ⅳ型 ハード・ソフト両面の評価が平均を下回る施設

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

・地方都市にある世帯用職員公舎であり、民間賃貸住宅によるサービスの代替性は低く、目標使
用年数までは継続使用する。

 【目標使用年数６０年】

・目標使用年数６０年まで継続使用する。

・建物の老朽化が進行。
・直近に外壁の耐用年数を迎える。

・機能維持のための修繕を実施。
・直近に屋根防水全面改修及び外壁改修を実施。
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。
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６　管理に関する実施計画

職員公舎（雄勝・愛宕世帯）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

R4 給水ポンプ修繕 671 

R6 水道メーター交換など小破修繕 1,226 

（　合　計　） 1,897 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 241 194 194 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 552 92 312 

その他 0 0 0 

（合計） 793 286 506 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 10 9 9 全24戸中

- 出 33 -



【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

17 施設名 職員公舎（雄勝・愛宕単身）

施設名称 職員公舎（雄勝・愛宕単身） 所在地 湯沢市愛宕町１－７５－４

施設面積 1,405.42 ㎡ 建設年 H8

構造･階数 ＲＣ造・３階 台帳価格 122,970,000 円

自己点検･評価の結果 Ⅳ型 ハード・ソフト両面の評価が平均を下回る施設

基本的な方針 存続 機能維持のための修繕を実施

・地方都市にある単身用職員公舎であり、民間賃貸住宅によるサービスの代替性は低く、目標使
用年数までは継続使用する。

 【目標使用年数６０年】

・目標使用年数６０年まで継続使用する。

・建物の老朽化が進行。
・直近に外壁の耐用年数を迎える。

・機能維持のための修繕を実施。
・躯体保護のための屋根防水及び外壁塗装の改修周期は２０年を目標とする。
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６　管理に関する実施計画

職員公舎（雄勝・愛宕単身）に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

※各年４月１日における入居戸数

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

H28 給排水設備修繕 14,050 

R1 非常用照明交換 770 

R4 水道メーター交換 2,475 

R7 ガス給湯器更新など小破修繕 1,195 

（　合　計　） 18,490 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 241 194 194 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 363 3,267 5,648 

その他 0 0 0 

（合計） 604 3,461 5,842 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 － － －

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 23 30 33 全36戸中

- 出 35 -



【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

部局(庁)名 出納局

あ き た 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 に 基 づ く
「 個 別 施 設 計 画 」（向浜テクノゾーン職員会館）

施設名称 向浜テクノゾーン職員会館 所在地 秋田市新屋町字砂奴寄

施設面積 538.82 ㎡ 建設年 H7

構造･階数 Ｗ造・平屋 台帳価格 1 円

自己点検･評価の結果 Ⅳ型 ハード・ソフト両面の評価が平均を下回る施設

基本的な方針 廃止 除却処分を実施

・施設の老朽化が進行しているため、令和７年３月末をもって民間企業への有償貸付を終了し、以後新
たな貸付は行わない。
・残存施設は、保安上・安全性確保の面から解体を進める。

 【令和８年度以降解体】

・施設の老朽化が進行しているため、保安上・安全性確保の面から解体を進める。

・施設の老朽化が進行しているため、安全性確保の面から解体を進める。
・解体までは、施設の保安上、定期的に点検を行い状況を把握する必要がある。

・施設の老朽化が進行しているため、安全性確保の面から解体を進める。
・解体までは、施設の保安上、定期的に点検を行う。
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６　管理に関する実施計画

向浜テクノゾーン職員会館に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

なし

（　合　計　） 0 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 0 0 0 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 0 0 0 

その他 0 0 0 

（合計） 0 0 0 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 0 0 0 

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 0 0 0 
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

部局(庁)名 出納局

あ き た 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 に 基 づ く
「 個 別 施 設 計 画 」（旧小児療育センター）

施設名称 旧小児療育センター 所在地 秋田市八橋南一丁目

施設面積 5,478.53 ㎡ 建設年 S57

構造･階数 ＲＣ造・４階 台帳価格 49,328,000 円

自己点検･評価の結果 未実施

基本的な方針 廃止 民間等への譲渡を実施

・休止施設の有効活用という観点から、令和10年３月31日まで㈱秋田ケーブルテレビに有償貸付。今
後、貸付先も含めた民間等に対して譲渡の方向で検討を予定。

 【今後１０年以内に廃止】

・今後、貸付先も含めた民間等に対して譲渡の方向で検討を予定。

・大規模修繕等の実績はなく、施設の老朽化が進行。今後も修繕は実施しない。

・今後、貸付先も含めた民間等に対して譲渡の方向で検討を予定。
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６　管理に関する実施計画

旧小児療育センターに係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

なし

（　合　計　） 0 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 0 0 0 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 0 0 0 

その他 0 0 0 

（合計） 0 0 0 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 0 0 0 

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 0 0 0 
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【個別票】

１ 施設の概要

２　管理に関する基本的な方針

「基本的な方針の考え方」

３　目標使用年数

４　管理上の課題等

５　管理に関する実施方針

更新日：R7.3.31

部局(庁)名 出納局

あ き た 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 に 基 づ く
「 個 別 施 設 計 画 」（旧仙北土木事務所角館出張所）

施設名称 旧仙北土木事務所角館出張所 所在地 仙北市角館町北野

施設面積 513.26 ㎡ 建設年 S48

構造･階数 Ｗ造・平屋 台帳価格 3 円

自己点検･評価の結果 未実施

基本的な方針 廃止 除却処分を実施

・施設の老朽化が進行しているため、令和７年３月末をもって民間企業への有償貸付を終了し、以後新
たな貸付は行わない。
・残存施設は、保安上・安全性確保の面から解体を進める。

 【令和８年度以降解体】

・施設の老朽化が進行しているため、保安上・安全性確保の面から解体を進める。

・施設の老朽化が進行しているため、安全性確保の面から解体を進める。
・解体までは、施設の保安上、定期的に点検を行い状況を把握する必要がある。

・施設の老朽化が進行しているため、安全性確保の面から解体を進める。
・解体までは、施設の保安上、定期的に点検を行う。
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６　管理に関する実施計画

旧仙北土木事務所角館出張所に係る今後１０年間の修繕等を次のとおり計画する。

（参考：維持管理経費等の状況） （単位：千円）

年度 修繕等の内容 概算額(千円) 備考

なし

（　合　計　） 0 

【支出】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

保守コスト 0 0 0 

運用コスト 0 0 0 

修繕コスト 0 0 0 

その他 0 0 0 

（合計） 0 0 0 

【収入】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用料収入 0 0 0 

【利用者等】 平成25年度 平成26年度 平成27年度 備考

利用者数等 0 0 0 
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